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微胞⼦⾍は多様な⽣物の細胞内に寄⽣する微⼩な寄⽣⽣物で、 1-

10 µm程度の胞⼦を形成する。獣医領域ではウサギのエンセファリ
トゾーン症やミツバチのノゼマ病の原因として知られるが、⿂類
の重要な寄⽣⾍でもある。⿂類微胞⼦⾍は160種以上が報告されて
おり、国内外で養殖漁業に被害を及ぼしている。しかしながら、
⽣活環が不明なものも多く、対策を講じる上での障害となってい
る。我々は近年、実験動物、観賞⿂、養殖⿂として飼育される淡
⽔⿂（メダカ、ヤマメ、ニジマス）において、国内未報告の微胞
⼦⾍症を⽴て続けに経験した。本セミナーでは、これらの症例を
通して得られた⿂類微胞⼦⾍の⽣活環に関する新知⾒や、微胞⼦
⾍症を研究する上での課題について紹介する。


